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「子供たち一人一人の力を伸ばしていく」
子供たちの学力の向上のために次の3つの観点を大切に、教育行政を推進しています。
子供たちが健やかに成⾧し、全ての子供たちが将来自立し、幸福な生涯を実現するとともに、
社会で役割を果たせるよう育てていくために、本県教育の充実に全力を尽くしています。

【教育局（教育委員会）構成】
本 局：教育総務部 （総務課など）

県立学校部 （高校教育指導課など）
市町村支援部（義務教育指導課など）

教育事務所：南部・西部・北部・東部
教育機関：県立学校・図書館・博物館・美術館・その他の教育機関

＊げんきプラザなど
【活躍している職種】
一般行政／司書／栄養士／学芸員／（教員）

【主な業務】
●教育関係職員の人事・給与に関すること
●本県における教育施策の企画及び立案並びに総合調整
●教育関係予算及び決算に関すること
●文化活動に関すること（埼玉県芸術文化祭など）
●生涯学習の振興に関すること etc...

＊

埼玉県教育委員会HP：https://www.pref.saitama.lg.jp/kyoiku/index.html



事業紹介

具体的な
仕事内容
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参考：「第４期教育振興基本計画リーフレット」 5



参考：「第３期埼玉県教育振興基本計画 概要版リーフレット」
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＜例＞５０ｍ走…（県の平均記録）７.５秒

９秒 ８秒 ７秒 ６秒

⇒７.６秒 ⇒７.４秒
Ａさん
８.５秒

Ｂさん

７.０秒

一人一人の 学力の伸び を把握できる 全国初の調査
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令和３年度
同一の児童

＜県学力・学習状況調査＞
令和４年度

令和５年度

同一の児童
Ａ小学校

小５
Ａ小学校

小４

Ａ小学校

小６

令和３年度 令和４年度 令和５年度

Ａ小学校

小６
Ａ小学校

小６
Ａ小学校

小６ 異なる児童 異なる児童

＜日本で多く行われる調査＞

仕組み１ 小４から中３まで、同じ子供を継続的に調査
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＜県学力・学習状況調査＞

令和４年度

小６
調査問題

Ａ

令和５年度

小６
調査問題

Ｂ

Ａ・Ｂに同一問題を入れる等
各問題の難易度を設定
※ 学力を測るものさし【有】

学力の経年変化、測定可

＜日本で多く行われる学力調査＞
令和４年度 令和５年度

小６
調査問題

Ｄ

小６
調査問題

Ｅ

Ｄ・Ｅは独立した問題作成
各問題の難易度の調整なし

学力の経年変化、測定不可

仕組み２ 異なる学年、異なる年度の調査でも比較できる
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Ｒ３の調査で
測定した

学力のレベル

Ｒ４の調査で
測定した

学力のレベル

学力の伸び
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Ｒ５の調査で
測定した

学力のレベル



認知能力

認知能力ではない能力全般

自制心 イライラしない、心の平静を保てる
自己効力 自分への自信、自己肯定力など
勤勉性 やるべきことをきちんとやる など

やりぬく力 粘り強い、根気がある など

（具体的な例）

いわゆる学力であり、
たし算、漢字の読み書
き、文章題、図形の把
握などができる力

12



・学力を良く伸ばしている学校が分かる

・学力を良く伸ばしている学級が分かる
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R4調査 R5調査



「主体的・対話的で深い学び」の実施に加えて、「学級経営」が、子供の
「非認知能力」「学習方略」を向上させ、子供の学力向上に

県学調データの分析で学力向上に向けたロジックを解析し、学校・教員を支援
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※ＣＢＴ…Computer Based Testingの略で、コンピューターを使用して実施する調査



①試行調査

②予備調査

③接続確認調査

④プレ調査

⑤県学調
（本調査）

⑥CBT体験

⑦県学調
（本調査）

R3年度

R4年度

R5年度

R6年度
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【主なメリット】

◎正誤の状況に加えて解答時間等が明らかになる。 ◎より実際の学習場面に即した出題が可能となる。

動画で出題した事例（４年生算数）時間をかけた問題・領域別のかけた時間を返却

問 点ア・イ・ウを結んでできる三角形は
どのような三角形ですか。
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グループリーダー
行政職員

サブリーダー
教員 教員

教員 教員

行政職員
（説明者） 教員

７人が一つのチームとなり、県学調に関する全ての業務を行う。 18
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